
アウトカムアウトプット活動

子
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体
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議
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地元を
大事に
思いつ
つ、自
分のな
りたい
未来像
を自己
決定

自分の
なりた
い未来
像の実
現に向
けて成
長して
いくこ
とがで
きる地
域社会

北海道
で育つ
子ども
たちが、

長期

「自分の
なりたい
未来像」
を自由に、
描ける

多様な
人の働
き方・
生き方
への受
容性の
高い地
域社会

大人に
なったら、
自分は地
元に貢献
できると
思う

中期

自信と経験に裏付け
られて、自己決定力
がつく

子どもも大人
も、（地元以
外の人も含め
た）たくさん
の「生き方」
「働き方」の
選択を知り、
収入以外の価
値観による職
業選択を容認
できる。

子どもと地
元の大人と
の関係性が
強く、豊か
になってい
る。（先輩、
面白い大人、
ナナメ上の
関係）

短期

自信に繋がる
経験がある

自分の将来像
を描ける

地元に対する自
己有用感を抱く
（地元の役に立
てると思う）

自分の将来への関心が増す

自己効力感が向上する
「目標を叶える手段」を見
つけられる

地元への関心が増す

地元の産業やどんな仕事が
あるかを知っている

同級生、親以外とのコミュ
ニケーションがとれる

事業期間終了後の協
議会のあり方を提示
することができる。

申請事業の活動に協議
会メンバーから提案が
ある

申請事業以外の活動に
ついて提案がなされる

申請事業の中
長期目標、短
期目標につい
て、協会メン
バーが理解し
ている。

子育て・学
習・体験環境
について様々
な属性のメン
バーが理解す
る

申請事業の活動
に、協議会メン
バーが参加する。

子どもたちの育
ちや成長につい
ての意識が高ま
り、課題や地域
で目指すことを
話し合っている

子どもの変化
を意識する

子どもたちが
抱く自身の将
来像を知る
子どもたちが
抱く地域像を
知る

参加者数/リピーター数/
延人数/学年別参加者数

参加者数/参加後の町内活
動参加数（追跡調査）

学年別参加者数/異年齢参
加できるアクティビティ
数/町内活動参加者数

保護者 参加者数/回数
子ども参加者数/回数

保護者の参加人数

地域の状況を反映したメ
ンバー構成(教育関係者、
地元事業者等を含む)

子育て・学びの環境につ
いて事例発表やワーク
ショップの開催数

実行団体の事業について
話す協議会の開催数(学び
合いとあわせて年10回程
度目安)

キャリア教育や地元学（地
域について学ぶ）学習プロ
グラムへの参加

地元の役に立つプログラム
（ボランティア、インター
ン、マイプロ等）への参加

異年齢間がコミュニケー
ションする場の継続的な場
への参加

※上記は想定例

申請事業のアクティビティ
に参加する

申請事業のアクティビティ
に自分の子どもの参加をす
すめる

協議会に参加する

地域の教育に関して学び合
える場と環境づくりのため
の体制構築

実行団体の身になる学び合
いの場の開催

協議会の開催


